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        第33回保存フォーラム（令和4年度）
        洋古書の保存と取扱い―革装本を中心に―

報告2



法学部貴重書コレクションの中核をなす「西

洋法制史コレクション」は、15世紀後半―の初

期古刊本（インキュナブラ）―からおよそ1800

年までに刊行された約2,000タイトルの貴重書

からなる。その9割弱が表装材に皮革を用いた

「革装本」である。 1
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①革装本には製本構造の違いがある

－とじつけ製本、リンプ製本、くるみ製本、他

②製本には様々な材料が使われている

・構造材：板、ボール紙、見返し用紙、糸、紐

・表装材：皮革、紙、布(クロス)
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③皮革にも種類の違いがある
・タンニン革、羊皮紙、明礬鞣し革

④原料になる動物の種類の違い
・山羊、羊、子牛、豚
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くるみ製本
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・モノとしての本を考古学的に調査する。

「構造」「材料」「劣化」

・本は三次元的構造物。 機能を担っている。

「表紙」「綴じ」「見返し」

・材料の劣化－表装材やページの破損、折れ、

変色、脆弱化、カビなど。

・機能の劣化－ジョイント、見返しノド、綴

じ、背の柔軟性など。 13
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・専用データベースソフトを使用

・カスタマイズするには専門的知識が必要

・手書き調査票と同じ入力レイアウト仕様

・調査票記入の間違いや不要な記入の発見

・書誌情報や画像を自動的に取り込む
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データの検索
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③保存作業のデータベース

36



37



38



39



40



41
※既に終了したイベントです
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